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The Effects of Self-Reliance Activities such as































社会 学校 生活における常識 相手の話は静かに聞く・場に応じたあいさつをする 感謝 謝罪 ・時間を守る・約
束を守る・相手の気持ちを考えて行動する を理解し，許容される範囲での行動を取ることができる。
指導項目 では，対象児の通常の学級での様子をもとにした カードを用いて適切な行動を考える。学校生活及び
社会生活において，不適切になり得る行動を つの基準に照らして取り上げ，言動を行う自分の気持ちとそれを受け
た周りの気持ちを考えたり，状況判断をしたりするような内容のカードとする。
カードを用いて，場面の認知と予測を行い，適した対処方法を考えることができる。
場面での適切な対応を考えながら，ロールプレイをすることができる。
自分のロールプレイのビデオを見ながら行動をふり返り，さらに適切な言動を考えることができる。
４ 結果
指導の結果
①予備実践
前半は落ち着きがなく，離席が見られたが，オ
ンライン指導の新鮮さにより，指導者への注目は
高かった。後半は，離席はなくなったが，視線の
ブレが多くなった。対象児が，時間を気にするた
め，指導者の画面に時計を映すと，注目できた。
②本実践
指導の結果，授業時間と同様の 分間，着席し
た状態を保つことができるようになった。また，
学習と関係のない私語が，ほとんど見られなくな
った。指導者に質問をするときに挙手をする姿が
見られ，指導者の話を聞いていない様子が見られ
なくなった。
学校での様子の変化
①チェックリスト項目から見える変化
表 は，チェックリストの各項目の回数を示し
たものである。離席回数は，後半で 回が続き，
授業中の私語や教師の話の中断回数が減少し，質
問は一度挙手をしてから聞く様子が見られた。
表 通常の学級におけるチェックリストの変化
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② による評価の変化
図 の スコアの変化
図 は，指導前後の担任による評価であり ス
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